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北
海
道
電
力
（
北
電
）
は
、
泊
原
発
三
号
機
を

再
稼
働
す
れ
ば
、
家
庭
向
け
電
気
料
金
を
一
一
％

程
度
、
企
業
向
け
を
六
％
程
度
値
下
げ
で
き
る
と

の
見
通
し
を
発
表
し
た
。
北
電
は
二
〇
二
七
年
早

期
の
三
号
機
再
稼
働
を
目
指
し
て
お
り
、
再
稼
働

の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
や
地
元
自
治

体
の
同
意
に
向
け
、
住
民
の
理
解
を
広
げ
た
い
狙

い
が
あ
る
。
し
か
し
、
北
電
は
泊
原
発
全
三
基
が

停
止
し
た
二
〇
一
二
年
以
降
、
計
三
回
に
わ
た
っ

て
大
幅
な
値
上
げ
を
し
て
お
り
、
一
一
％
程
度
の

値
下
げ
幅
に
は
賛
否
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
。

　
記
者
会
見
を
開
い
た
北
電
の
斎
藤
晋
社
長
は「
泊

発
電
所
の
再
稼
働
後
に
は
電
気
料
金
を
値
下
げ
す

る
こ
と
を
道
民
の
皆
さ
ま
に
お
約
束
し
て
お
り
、

値
下
げ
水
準
に
つ
い
て
は
、
道
民
の
皆
さ
ま
の
強

い
関
心
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
一
定

の
前
提
を
設
定
し
、
泊
発
電
所
三
号
機
再
稼
働
後

の
電
気
料
金
の
値
下
げ
見
通
し
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
」
と
説
明
。
平
均
的
な
モ
デ
ル
世
帯
（
従
量

電
灯
Ｂ
、
三
〇
㌂
、
二
三
〇
kW
時
使
用
）
の
電
気

料
金
は
、
現
在
の
九
三
三
五
円
か
ら
八
三
〇
〇
円

程
度
（
月
間
一
〇
〇
〇
円
程
度
）
に
値
下
げ
す
る

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　
北
電
に
よ
る
と
、
三
号
機
の
再
稼
働
に
よ
り
、

防
潮
堤
な
ど
の
安
全
対
策
費
や
定
期
検
査
費
用
な

ど
が
増
加
す
る
も
の
の
、
火
力
発
電
よ
り
燃
料
費

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
間
六

〇
〇
億
円
程
度
の
費
用
の
低
減
効
果
が
生
じ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用

し
た
抜
本
的
な
業
務
見
直
し
な
ど
、
さ
ら
な
る
経

営
効
率
化
を
行
っ
て
年
間
二
〇
〇
億
円
程
度
を
捻

散 射 韻

だ
っ
た
。
ま
た
、
再
稼
働
後
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
、
現
状
よ
り
二
〇
％
以
上
の
値
下
げ
を
求
め
る

割
合
が
七
割
を
超
え
て
お
り
、
一
一
％
程
度
の
値

下
げ
幅
で
は
道
民
の
納
得
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性

も
あ
る
。
一
・
二
号
機
も
再
稼
働
す
れ
ば
、
二

〇
％
以
上
の
値
下
げ
幅
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
三
号
機
の
審

査
は
お
よ
そ
一
二
年
の
年
月
が
か
か
っ
て
お
り
、

一
・
二
号
機
の
審
査
も
ど
の
程
度
の
期
間
を
要
す

る
か
見
通
せ
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
再
稼
働
を
巡
り
、
北
海
道
が
札
幌
市
内
で
開
い

た
説
明
会
で
は
、
北
電
の
担
当
者
も
出
席
し
、
再

稼
働
後
の
値
下
げ
見
通
し
を
報
告
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
原
発
の
不
始
末
で
値
上

げ
し
た
の
に
、
原
発
を
再
稼
働
し
て
値
下
げ
す
る

と
言
う
の
は
欺
ま
ん
だ
。
わ
ず
か
月
一
〇
〇
〇
円

の
値
下
げ
で
、
命
を
売
る
ほ
ど
私
は
馬
鹿
で
は
な

い
。
再
稼
働
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
と

再
稼
働
へ
の
強
い
批
判
の
声
が
多
数
上
が
り
、
道

民
の
不
安
や
懸
念
、
反
対
の
声
が
ま
だ
ま
だ
根
強

い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
三
号
機
は
今
年
七
月
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の

安
全
審
査
に
合
格
。
地
元
同
意
の
プ
ロ
セ
ス
が

残
っ
て
い
る
が
、
再
稼
働
は
い
わ
ば
既
定
路
線
と

も
言
え
、
反
対
派
の
声
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
状
況
下
で
、
さ

ら
な
る
経
営
効
率
化
も
含
め
、
値
下
げ
幅
を
一

一
％
程
度
ま
で
積
み
上
げ
た
と
評
価
す
る
か
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
値
上
げ
幅
に
比
し
て
値
下

げ
幅
が
少
な
す
ぎ
る
と
批
判
す
る
か
。
安
全
性
へ

の
不
安
や
懸
念
が
く
す
ぶ
る
な
か
、
冷
静
な
判
断

が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　

＜

陽＞
 

出
し
て
積
算
す
る
一
方
、
物
価
や
金
利
上
昇
に
よ

る
コ
ス
ト
増
（
年
間
三
〇
〇
億
円
程
度
）
分
を
差

し
引
き
、
年
間
計
五
〇
〇
億
円
程
度
を
値
下
げ
の

「
原
資
」
に
す
る
と
い
う
。

◇　
　
　
　
　
◇

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
北
電
の
家
庭
向
け
電
気

料
金
は
、
二
〇
一
三
年
に
七
・
七
三
％
、
二
〇
一

四
年
に
一
五・三
三
％
、
二
〇
二
三
年
に
は
二
三・

二
二
％
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
平
均
的
な
モ

デ
ル
世
帯
の
電
気
料
金
は
二
〇
二
三
年
の
値
上
げ

後
、
二
〇
一
三
年
の
値
上
げ
前
（
五
八
九
九
円
）

と
比
較
し
て
四
三
八
八
円
増
の
一
万
二
八
七
円
ま

で
上
昇
し
て
い
た
。
現
在
の
料
金
は
燃
料
価
格
の

低
下
に
よ
り
九
三
三
五
円
ま
で
下
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
全
国
の
電
力
各
社
が
公
表
す
る
モ
デ
ル
世

帯
と
比
較
し
て
最
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
一
一
％

程
度
の
値
下
げ
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
依
然
と

し
て
全
国
的
に
は
高
い
水
準
の
料
金
に
と
ど
ま
る

見
通
し
だ
。

　
こ
の
た
め
、
斎
藤
社
長
は
「
三
号
機
の
再
稼
働

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
め
ど
が
た
っ
た
段
階
で
、
一
・

二
号
機
の
国
の
審
査
を
再
開
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
一
・
二
号
機
の
再
稼
働
後
に
も
料
金
値
下

げ
を
実
施
し
、
さ
ら
に
低
廉
な
電
力
供
給
に
努
め

て
い
く
」
な
ど
と
述
べ
、
全
三
基
の
再
稼
働
後
、

二
〇
一
三
年
の
値
上
げ
前
の
水
準
に
近
づ
け
た
い

考
え
を
示
し
て
い
る
。

◇　
　
　
　
　
◇

　
北
海
道
新
聞
の
道
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
再

稼
働
に
つ
い
て
、「
賛
成
」
は
二
一
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
は
三
一
％
で
、「
反
対
」
は

一
五
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
は
一
九
％

値下げ幅は適正か


